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緒 
小脳髄体 Kleinhirnmarklager並びに橋被蓋部 
Bruckenhaubeの或る部分托メラニン含有神経細
胞が存在する ζ とは古くより記載されていたが同細
胞群の状態，またその細胞像に就いての記載がない
ので， ζ乙に表題の如く小脳髄体並びK橋被蓋部に
於いてメラニン含有神経細胞の分布する範囲，周囲
との関係，並びに正常の細胞像及びその病的変化に
就いて検索した。
文献， Meynert(l)が本神経細胞の一部に就いて記
載して居る。それは脳橋氏於いて三叉神経中脳根核
と第4脳室側壁との聞に不規則な分布でその数も不
定ではあるがメラニンを持った神経細胞が存在し背
内方へと進んで菱脳宵の上面に迄至っている。 ζれ
は鋳斑lζ類似の細胞である所からその一部とみなし
て Nuc1.accessorius loci caeruleiと名づけた。
accessorius loci caeruleiという名称を使用して.
同様の事を述べているが， Jacobsohnの Nuc1.
pigmentosus dissipatus tegmento-pontinus ，ζ 
就いては記載がない。
材料並びに方法，用いた材料は 4例で，内訳は進
行麻痔 1例，精神分裂病 1例，ジャクソン氏癒廟 1
例，仮性進行麻痔 1例で，小脳脳橋の前額断による
連続切片によって検索し7こ。染色はニツスル氏トル
イヂンブラウ法を用いた。
症例を簡単に記載すると，
第 1例小O要O郎 62才合進行麻痔
発病後3ヵ月で入院，直ちにマラリヤ療法を施行
せるも軽快せず司高度の嬢呆状態となり入院後5カ
月l乙て衰弱死亡す。
第 2例西O俊o 34才合精神分裂病
約8年前より緊張病昏迷状態時比興奮状態をまぢ
えて経過し，漸次甚だしき療呆状態に陥り，結局腸
其の後 Jacobsohn(2)は|司じく乙の細胞群を Nucl. 炎を機として死亡した。 
pigmentosus tegmento-cerebellarisと名ずけ，叉
同様なメラニンを持った神経細胞が橋被蓋部に散
在している事をあげ， それを Nucl.pigmentosus 
dissipatus tegmento・pontinusと名づけたo
叉 Obersteiner(3)は菱脳窟の外側角K於いて脳室
上皮層のすヤ下で連合管の近くに一つの線維束をあ
げて， LateraleョLangsbudeldes vierten Vent-
rikelsと名づけその線維束中に多数のちらばった大
きな暗褐色の色素を持った神経細胞があるといい，
更に叉室]頁核と脳室上皮層との聞に一群の矢状位に
走る線維束をあげ， それを Medi:.lnessagittales 
Basalbundelと名づけて，これは側方は前の Late-
rales Langsbundel R移行すると称し ζの線維束
中にも前と同様の色素を含む神経細胞が見出される
と言う。
其の後 Egge1ing，Handbuch土 Anatomiedes 
Menschenの中で Ziehen(4)は Meynertの Nuc1. 
第 3例鈴O馨 22才合ジャクソン氏癒摘
死亡より 8カ月前に軽度なるジヤクシン氏型癒廟
発作起りたるも著変を見ず， 死亡10日前より急、l乙 
'発作頻回となり，入院後 3日にして癒摘発作累積状
態l乙て死亡す。
第4例飯O私o 43才合仮性進行麻痔
約6年前発病し，感情鈍麻智能障碍記憶障碍不安 
等の症状にて入院，同様の症状一進一退して 1年程
して衰弱死亡す。剖検上出血性内硬脳膜炎あり。
1. 小脳髄体内に於けるメラニン含有
神経細胞に就いて 
(1) 分布
小脳髄体内lζ於いてみられるメラニン含有神経細
胞群の末端は小脳橋の横断面lζ於いて顔面神経核の
高さで始めて見られる。その際小脳は下虫が第4脳
室の中へ深く入りこんで所謂翼状嵩をつくり，歯状
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核は大きくその腹側脚は脳室側壁に治うて深く入り
こむ。メラニン細胞は球状核栓状核K対する脳室壁
K存在し，出現部の発端をなしている。一方歯状核
の腹側脚附近の脳室壁にも極めて少数存在する〔附
図工写真1.J。
附図工
其の後漸次上方に行くにづれてその数を増し顔面
神経核が消えて外旋神経核が著明となった高さに於
いては，歯状核の腹側脚は脳室側壁より離れて直角
となり球状核は室壁K接近しているが，乙の部分に
あってはメラニン細胞は歯状核にいだかれた脳室壁
に存在する。そして脳室の背方に多数集合し一部の
細胞は室壁より少し離れており，その方向は室壁と
直角になっている〔附図 IT，写真 2. 3.J。
其の後同様な状態で、上方へと進み外旋神経核が消 
失し三叉神経運動核の著明となった高さにあっては
室頂核が最も大きくあらわれているが，其の部分に
於いてもメラニン細胞は脳室の背側角附近に多数集
合しており，叉少数の細胞は脳室側壁に泊うて腹側
角lζ到る迄散在している。而して一部の細胞は球状
核並びに室頂核iζ接近しており，其の方向もそれら
の核の方に向っている〔附図 JI，写真 4. 5.J。
附図 E
更に上方へ進んで三叉神経運動核と共に鋳斑並び
に三叉神経中脳根核の僅かにあらわれた高さにあっ
ては小脳核は全部消失しており，メラニン細胞は脳
室の背側角並びに側壁には僅かしかなく，多数は腹
側角附近托集り，三叉神経中脳根核の外側K，一部
はそれとまざって存在する。而してメラニン細胞の
方向は側壁に泊っており細長い形乃至楕円形であ
附図 E 附図 IV 
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る。背側角にある少数のものは球形のものが多い
〔附図 IV並びに D，写真 6.J。
更に銭斑は著明となり前髄帆が脳室の上面をなし
ている橋の上端にあってはメラニン細胞は前と同様
に三叉神経中脳根核の外方に並び少数は同細胞とま
ぎっており，その様にして鋳斑の外上方に接続する
尚少数は側壁K沿うて背側角に至っている〔附図
V，並びに EJ。
附図 V
更に進んで橋と小脳とが分離せる高さに於いては
メラニン細胞の数は非常に減少し三叉神経中脳根核
附近に少数存在し鋳斑の外上方につづく，而して極
めて僅かなるも狭くなった脳室側壁乃至上角にも見
出される事がある〔附図 VI，写真 7.J。
附図 U
それ以上の高さにあっては脳室乃至導水管の側壁
にメラニン細胞を認める事はない。 
(2) 細胞所見
小脳髄体内に於けるメラニン細胞は常態に於いて
は楕円形球形並びに紡錘形をなしているが前 2者は
比較的大きく後者は比較的小さい。核は大きく赤味
を帯びて中 K大きな濃染した核小体があり，その多
くは核が中心をはづれて存在する。神経突起は一般
に発育が弱いが紡錘形のものは比較的大きい。メラ
ニン色素は大きな頼粒で暗黒色であり，その量はー
般には多く細胞体全体にちらばっているもの，叉頼 
粒が細胞の一端に寄り他端に核があるというもの，
頼粒が細胞体の辺縁K沿うであるもの等あり，時K
色素が突起の中tζ迄入っているものもある。一般に
メラニン色素は多量なるも中には色素が少く細胞体
の一隅K僅かに見られるもの更に同じ形の細胞で色
素を持たないものもある〔写真 8.J。
本細胞の病的像K就いてみるに進行麻痔例にあっ
ては比較的変化があり，細胞はメラニンを失い細胞
体輪廓の不明瞭なもの，細胞体が分解し叉淡く均質
化しているもの，更にメラニンを色素丈鹿の如くち
らばっていたり円くメラニン球をつくっているもの
を見る〔写真 8. 9.J。
精神分裂症に於いてもかなりの変化がみられる。
との場合概してメラニンの量が減少し細胞は萎縮し
て一部は濃染しており叉細胞体が淡く少くなり核の
周囲に僅かに残るもの，更に細胞体が消失して核丈
裸になっているものを見る。この様な変化は進行麻
ー し
痔例よりも寧ろ高度である〔写真 3. 4.J。
癒摘例にあっては比較的変化が少くメラニン色素
の量も多いが尚且つ細胞体輪廓の不明瞭なもの，細
胞体が淡く均質化して色素も僅かな細胞を認める
〔写真 10.J。
仮性進行麻痔例にあっては高度の破壊像をあらわ
し，細胞体は破壊され淡く均質化して僅かに認めら
れるものやばらばらになってこわれているもの，更
に核丈裸になっているものがあり，色素も数個の塊
となっているものや周囲に散乱しているもの等を見
る〔写真 l1.J。 
1. 橋被蓋部に於けるメラニン含有
神経細胞に就いて 
( 1 )分布
橋被蓋部氏於けるメラニン含有神経細胞群の末端
は顔面神経核の上方末端部附近で見られる。顔面神
経核は上方終末部を僅かに残し外旋神経核が著明に
なった高さに於いて，メラニン細胞は顔面神経核の
周囲，同核と中脳撤横核との間，叉顔面神経第 2部
との聞に見られ，橋被蓋部の中を最も深い所迄入つ
第 4号 中村: 小脳髄体並lζ橋被蓋部l乙於けるメラニン含有神経細胞に就いて -1243ー
ている。しかし橋基底部の中には入らない〔附図 て中心性被蓋野網様体並びに背外側被蓋野の中を第 
AJ。 4脳室腹側角附近迄ちらばって存在する〔附図 CJ。
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附図 A
少し上方へ行き外旋神経核が最も大きくなった高
さにあっては，メラニン細胞は発達した中脳撒模核
の背外側，あたかも前の顔面神経核の位置に叉顔面
一戸。一¥劃一
神経第2部の内方に柏、々かたまって存在する。細胞
は楕円形球形のものが多く中には紡錘形のものもあ
り，前者は大きく，後者は比較的小さい。細胞の方
向は大部分が腹側角の方に向っている〔附図 B，写
真 12，J。
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附図 C 
更lζ進んで鋳斑並びlと三叉神経中脳根核の末端が
あらわれた高さにあっては大体前と同様であり，外
側係蹄核の内方で被蓋部の最も深い所から三叉神経
運動核の内側を腹側角附近に至り銭斑の内方に接続
する。乙の部分にあってはメラニン細胞はかなり広
汎な部分にわたって存在しその数も多い〔附図 D，
写真13.J。
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附図 B Fr= Formatio reticularis. 
Ftc.= Fa5cic. teg 
centraris 
更に上方lζ行き外旋神経核が消失して三叉神経運 Ftdl.= Fa5cic. teg・ 
dorsolateralis. 
動核が著明lとなった高さIζあってはメラニン細胞は Bc= Bracium conjunctivum， 
中脳撒横核の背側方並びに三叉神経運動核の内方氏 附図 D
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次広三叉神経運動核も消失し錫斑が著明lζ現われ 仮性進行麻痔例K於いては一層高度の変化を見 
た橋の上端の高さに於いては矢張り前と同様である る。細胞体は淡く均質となれるもの形の壊われたも
が，メラニン細胞は被蓋部の外側より銭斑の内側乃 の，更に核丈のものがあり，色素は鹿の如く周囲に
至下部に至る地域に連続して存在する〔附図 E，写 散乱し，叉メラニン球をつくっている〔写真 15.J。
真 14.J。 
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小脳髄体並びに橋被蓋部内Iζ於けるメラニン含有
神経細胞群を検索せる所，前述の如く前者にあって
は小脳橋の前額断に於いてj 顔面神経核の高さで球
状核栓状核に対する脳室壁即ち第4脳室の背外側に
始めて見られ，上方に行くにつれてその数を増し，
室頂核の大きく現われた高さにあっては脳室の背側
角に多数集合し，少数は脳室側壁lζ治って腹側角l乙
至り，漸次上方に行くにつれて背側角並びに側壁に
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1'r... 乙集り，三叉神経中脳根核lは僅少となり腹側角附近1 Riesenzellen. '; ，" ¥)， ~ ... Q r・. の外側より，一部は同細胞とまざって鋳斑に接続す"Melanin. _. 
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後者l乙あっては顔面神経核上終末部の周囲，中脳
一・. 、-
.-.'~目、 行くK於いて始めて見られ，以後上方K撤撹核外側‘¥〆'..・・~~.ー.:，.": 
ロムー 
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につれて数を増し，中脳撤撹核の背外方より三叉神
経運動核の内方を，中心性被蓋野網様体並びIζ背外'・・.‘一一B ‘ヨョ".
附図 E 側被蓋野の地域を第4脳室腹側角附近迄ちらばって
存在する。以後被蓋部の外側より鋳斑の下内方K集
以後上方に行くにつれて被蓋部K於けるメラニン 合する。
細胞は減少し漸次鋳斑の内下方に集り橋と小脳とが 以上の如き分布から Meynertの名づけた Nucl.
分離せる高さにあってはメラニン細胞はもはや被蓋 accessorius loci caerulei叉 Jacobsohnの Nucl.
部には見出されない。 pigmentosustegmento-cerebellarisというもの 
(2) 細胞所見 は，小脳髄体内iζ於ける本メラニン細胞群の上方の
橋被蓋部lζ於けるメラ子ン細胞は小脳髄体内K於 ものであり，更に Obersteinerのいう Laterales
けるものと同様であり，大型のものと比較的小さい Langsbundel des vierten Ventrikels並びK Me-
ものとを認め，前者は楕円形球形であり，後者は紡 dianes sagittales Basalbundelの中花見出される
錘形をなしている。メラニン色素の量も大体に於い 色素を持った神経細胞というものも本メラニン細胞
て多量で顕著であるが，中Kは僅少のものから色素 群の一部K一致する。叉一方 Jacobsohnのいう
を持たないものもある。更lζ叉色素が突起の中lζ迄 Nucl. pigmentosus dissipatus tegmento-ponti-
入っているもの等前例と同様である。 nusというものは橋被蓋部K於ける本メラニン細胞
病的像lζ於いても小脳髄体内K於けるものと同様 群lζ相当する。而して小脳髄体内K於けるものは球
の変化をみる。進行麻痔例Kあっては細胞体が淡く 状核室頂核に極めて接近し而も細胞の方向がそれら
均質となり，叉細胞体が壊われているもの，色素を の核の方にむかつているという事，叉三叉神経中脳
失っているもの等を見る〔写真 12. 13.J。 根核とまざっている事が分布上注意すべき点として
分裂症例にあっては細胞の萎縮傾向著明で，核は あげられる。次に橋被蓋部K於けるものはその出現
濃染し細胞体は破壊され，更に突起の長い硬化した 部が顔面神経核の上終末部並びに中脳撒横核に近接
細胞を見る。メラニン色素の量も比較的少い〔写真 して居るとし1う事が一応注意される。
14.J。 所で鋳斑lζ於けるメラニン細胞と比較して検討す
癒摘例iとあっては比較的変化は少いが，尚細胞体 るに Hassler(5)によれば誘斑の細胞は明瞭な核小体
の淡く均質で色素の少いもの等を見る。 を持つ明るい核が細胞の中心をはづれである大きな
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楕円形の細胞と，細長く明るい核を持った紡錘形の
柏々小さな細胞とからなり，前者の方が数が多いと
いう。叉 Calligaris<6Jによれば鋳斑細胞のメラニン
頼粒は円く大きく暗黒色であり，総べての個体にあ
って略々均しい量でみられ進行麻痔とか癒欄，脊髄
灰白質炎等によって変化を受けないという。
本検査例にあっては前述せる如く鋳斑に於けるも
のと同じく大小二種の細胞を見る。大きなものは楕
円形球形であり，小さなものは紡錘形で前者より数
が少い。メラニン色素の分布状態も鋳斑l乙於けるも
のと同様である。但し正常の細胞像にあっても色素
が非常に僅かなものから全然認められないものもあ
る。尚 Calligarisの説と異り頼粒が突起の中氏入
っているものはかなり認められた。
次iζ病的像iζ於いて鏡斑との関係をみるに大体l乙
於いて各症例の鋳斑メラニン細胞の変化は小脳髄体
並びに橋被蓋部のメラニン細胞の前述せる変化と一
致して居り，唯その変化の程度が小脳髄体に於ける
ものが最も強く，次は橋被蓋部のものであり，銭斑
K於いては最も軽度である〔写真 16.17. 18.Jo 
最後に各症例を比軽検討するに，例数が少いので 
参考意見としてであるが，比較的急性の経過をとっ
た高年の進行麻痔例に於けるよりも慢性に経過した
若年の分裂症例並びに仮性進行麻痔例の方が変化が
多く，発病後急に死亡した癒楠例に於いては変化が
少いという事は何か本メラニン細胞群の意味に関係
がある様に思われる。
以上小脳髄体並びに橋被蓋部内に於けるメラニン
含有神経細胞の分布する状態並びにその細胞像に就
いて記載した。
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写真1.
第 4脳室側壁に於けるメラニン細胞
写真 3.
第 4脳室背側角附近
精神分裂症例
細胞の方向が小脳核にむかう。
核丈で裸の細胞，其の他破壊せる細胞
多し。
写真 2.
第4脳室背側角附近
進行麻拝例
右上細胞，メラニンを失い融解しつつ
ゐり。
右下細胞，方向が歯状核の方にむく。
写真 4.
第 4脳室背側角附近
精神分裂症例
右下メラニン細胞は室頂核に接近し突
起が長い。
其の他破壊せるもの，メラニン色素丈
のものあり。
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写真  5.

第 4脳室背側角 

進行麻痔例 

室頂核とメラニン細胞とまざっている。
写真  7.

第 4脳室上角に於けるメラニン細胞 

進行麻痔例 

左側，メラニン球 

写真  6.
第 4脳室腹側角
三叉神経中脳根核とメラニン細胞とま
ぎっている。
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写真  8.

第 4脳室側壁 

進行麻痔例
右側中央の細胞，メラニン色素が外に
あふれ，又突起の中に迄色素が入る。
右側下方の細胞，細胞体が融解す。
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写真 9.
脳室側壁
進行麻痔例
右下，破壊した細胞の周囲にグリヤ細
胞が集り色素が散乱する。
写真 11.
脳室側壁
仮性進行麻痔例
細胞破壊著明，色素が散乱する。
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写 真 10.
脳室側壁
ジャクソン氏癒摘例
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写真 12.
橋被蓋 部
(中脳撤横核上方)
進行麻痔例
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写真 13.
橋被蓋部
進行麻痔例 
1. メラニン多量の細胞。 
2. 色素がグリヤ細胞にとられる。 
3. メラニンを失い淡い細胞。 
4. 色素が突起に迄入る。
写真 15.
橋被蓋部
仮性進行麻痔例
色素がちらばる，核丈のものあり。
細胞破壊著明。 
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写真 14.
橋被蓋部
精神分裂症例
核濃染し萎縮せるもの。
突起が長く硬化せるものあり。
写真 16.
鋳斑
進行麻痔例
中央部細胞体破壊し色素がちらばるつ
.， 
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写真  17. 写真  18.
鏡斑 鏡斑
精神分裂症例 仮性進行麻揮例
細胞体萎縮，核濃染せるもの多し。 細胞破壊著明。
